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	目
的
	企業での現場実習を重点に、ホスピタリティの意識や高度な技術を学び、海外・国内を問わず、ホスピタリティ業界で活躍するグローバルなホテリアを育成する

	分野
	課程名
	学科名
	修業年限
（昼、夜別）
	全課程の修了に必要な総授業時数又は総単位数
	専門士の付与
	高度専門士の付与

	文化・教養
	文化教養専門課程
	国際学科
	2年（昼）
	２０００単位時間
（又は単位）
	平成22年文部科学大臣告示第152号
	‐

	教育課程
	講義
	演習
	実験
	実習
	実技

	
	９００単位時間
（又は単位）
	４００単位時間
（又は単位）
	単位時間
（又は単位）
	７００単位時間
（又は単位）
	単位時間
（又は単位）

	生徒総定員
	生徒実員
	専任教員数
	兼任教員数
	総教員数

	８０人
	５５人
	１０人
	１５人
	２５人

	学期制度
	■前期： ４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日
	成績評価
	■成績表（有・無）
■成績評価の基準・方法について
出席状況、定期考査の成績
実習（演習）の技能習熟度評価


	長期休み
	■学年始め：４月１１日
■夏　　季：７月２１日～８月３１日
■冬　　季：１２月２１日～１月７日
■学 年 末：３月２０日
	卒業・進級条件

	所定の単位時間数を取得し、
出席状況が良好であること

	生徒指導
	■クラス担任制（有・無）
■長期欠席者への指導等の対応
自宅訪問、文書指導、保護者への連絡
	課外活動
	■課外活動の種類
レクレーション授業の実施
■サークル活動（有・無）

	就職等の状況
	■主な就職先、業界
ホテル・観光業界、貿易、商社
就職率　94％(平成25年度卒業者に関する平成26年3月時点の情報）
	主な資格・検定
	日商簿記検定
英語検定


	中途退学の現状
	■中途退学者　39名　　■中退率　27％
平成２５年４月１日在学者　９２名（平成２５年４月入学者を含む）
平成２６年３月３１日在学者　７１名（平成２６年３月卒業生を含む）
■中途退学の主な理由
家庭の事情
■中退防止のための取組
教員と学生のコミュニケーションを取り、学生支援体制の整備、カウンセラーの活用、診療所等による健康管理を充実し、学習面だけでなく、心身のバックアップをすることにより防止に努める。

	ホームページ
	URL: http://aicoh.ac.jp/


※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義による。
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものとする。
②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をいう。
③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含まない。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等としている。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除いている。

※２「学校基本調査」の定義による。
全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいう。
「就職」とは給料，賃金，報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就いた者は含めるが，家事手伝い，臨時的な仕事に就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．教育課程の編成

	（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針）
ホテル企業数社の役職員や、ホテル業界の人事やマーケティングの専門家と協同し教育課程を編成する。
当該業界が求める3つの人材スキル
『①グローバルな視点　②ホスピタリティ精神　③組織を動かすマネージメント能力』を人材開発のテーマとし、教育課程編成委員会と連携して、高度な職業教育を通じて自立した職業人育成を目指せるような教育課程を編成する。ホテル業界における産業振興の方向性や、新しく身に付けるべき知識やスキルを、実務に携わる専門家の意見を随時取り入れることによって、教育課程に反映し改善させていく。
また、教育課程編成委員会の委員所属先以外のホテル企業にも、別途求める人材や最近の動向についてのアンケートを実施し、その結果を教育課程編成委員会において活用している。
（教育課程編成委員会等の全委員の名簿）
平成26年11月27日現在
名　前
所　　　属
中村　光信
ツーリズム研究会
藤井　雅裕
株式会社ホテル・マーケティング研究所（主任研究員）
津田　修
株式会社ブライズワード　アルモニーアンブラッセ（総支配人）
片野　真治
尼崎セントラルビル株式会社　尼崎セントラルホテル（取締役　総支配人）
西村　公男
学校法人　愛甲学院専門学校　（校長）
納谷　賢司
学校法人　愛甲学院専門学校　（副校長）
三好伶以子　
学校法人　愛甲学院専門学校　（事務局）
（開催日時）
第１回　平成26年2月20日  午後06：00～午後07：00

第２回　平成26年8月20日　午後06：00～午後07：00

	２．主な実習・演習等

	（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針）
当該業界が求める3つの人材スキル
『①グローバルな視点　②ホスピタリティ精神　③組織を動かすマネージメント能力』を座学だけでなく、実習・演習を通して身につけることによって、実践的かつ専門的なレベル・クォリティの高い人材を育成することを目指す。
専門的かつ最新の業界動向の知識が必要な、Ⅱ専門教育科目（PC業務以外）の応用分野については、ホテル業界に長年携わっている人事やマーケティングの専門家の講師を招いて授業を行う。
Ⅳ現場実習（インターンシップ）においては、関西の数社のホテル企業を受け入れ先として確保し、少人数制できめ細かい実習指導を行えるようにする。
科　目　名
科　目　概　要
連　携　企　業　等
ホテル宿泊業務論②（応用）
ホテル基本宿泊業務を理解した後、他部門との業務についての関連を学習し、宿泊業務内容の更なる理解を深め、業務対応力を磨く
株式会社ホテル・マーケティング研究所
ホテル宿泊マネージメント②（応用）
宿泊部門の経営基礎を財務係数を基に学習・理解する。収入・経費（営業経費・人件費）の管理手法を学習する
株式会社ホテル・マーケティング研究所
ホテル料飲業務論②（応用）
料飲の更なる専門サービス技法を演習を通して身につける。レストランサービス技能検定対策も行う
株式会社ホテル・マーケティング研究所
ホテル宿泊マネージメント②（応用）
宿泊部門の経営基礎を財務係数を基に学習・理解する。収入・経費（営業経費・人件費）の管理手法を学習する
株式会社ホテル・マーケティング研究所
ホテル料飲業務論②（応用）
料飲の更なる専門サービス技法を演習を通して身につける。レストランサービス技能検定対策も行う
株式会社ホテル・マーケティング研究所
レストランマネージメント②（応用）
レストラン施設の経営の基礎を財務係数を基に理解する。原価管理・ABC分析・メニュー作成等基本的手法も演習を通して習得する
株式会社ホテル・マーケティング研究所
ブライダル業務論②（応用）
具体的各部署（予約・プランナー・衣装等）の業務内容を理解し、スムーズに連携する方法を学習する
株式会社ホテル・マーケティング研究所
ブライダルプランナー業務論②（応用）
販売商品の理解を深め、どのように販売促進して婚礼顧客に提案出来るかを演習を通して学習する
株式会社ホテル・マーケティング研究所
宿泊業務実習①（基本）
ホテルゲストに対する基本的な接遇実習。ドアマン業務・ベルボーイ業務実習を通して言葉遣い・接遇手法・業務処理手法等を習得する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
宿泊業務実習②（コンシェルジュ）
接遇の主要業務であるコンシェルジュ業務を実習する。ホテル施設以外での情報収集資料作成も実学する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
宿泊業務実習③（フロント）
フロント業務を実習し、宿泊の売上管理の帳票の管理・分析力を習得する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
宿泊業務実習④（会計）
フロント会計を実習し、ホテル会計システムの習得および各アウトレットとの精算関係も習得する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
宿泊業務実習⑤（客室管理）
ホテル宿泊商品客室の管理を実習する。ホテル清掃作業を実習し、客室消耗品管理についても学習する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
料飲サービス実習①（基本）
ホテル料飲施設（レストラン・バー・ラウンジ等）のサービング業務を実習し、接遇・言葉遣い・サービス技術の習得をはかる
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
料飲サービス実習②（応用）
料飲サービス業務の中、顧客へのメニュー案内及び注文受けを実習し、料理内容・料理セッテイング・伝票の流れも学習する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
料飲サービス実習③（ドリンク）
料飲施設での飲料サービス実習（ワインサービス・コーヒーサービス等）、ワインの抜栓・グラスへのサービス実習
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
料飲サービス実習④（バー）
バー実習で酒類の商品の特性、カクテル作成及びサービスを習得する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
レストランマネージメント②（応用）
レストラン施設の経営の基礎を財務係数を基に理解する。原価管理・ABC分析・メニュー作成等基本的手法も演習を通して習得する
株式会社ホテル・マーケティング研究所
料飲サービス実習⑤（パーティ・宴会）
宴会場でのサービス実習（テーブルセッテイング・会場レイアウト・ナフキンの折り方・料飲サービス方法等）
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
ブライダルサービス実習①（基本）
ブライダル業務の流れを実務体験を通して習得し、接遇時の顧客対応を学ぶ
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
ブライダルサービス実習②（提案営業）
婚礼受付販売（営業）を実習し、具体的に婚礼顧客への施設案内・ブライダル商品説明・披露宴内容説明する能力を習得する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
ブライダルサービス実習③（プランニング）
顧客の披露宴の要望を理解し、お客様へ商品の企画提案ができる能力を習得する
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル
ブライダルサービス実習④（プランナー）
ホテルプランナーの実習（顧客への商品提案・商品説明・披露宴企画等）
アルモニーアンブラッセ
尼崎セントラルホテル


	３．教員の研修等

	（教員の研修等の基本方針）
ホテル企業等から専門の講師を招いて、ホテルビジネスに関する実務に即した最新の動向等の知識を担当教員に講義し、学生への指導へと活かしていく。更に、教員もホテル企業に派遣し研修を行うことで、実践的かつ専門的な技術・技能の向上に努めている。
また、授業の進め方やシラバスの作成方法などに関する研修も実施し、常に授業方法の改善を工夫する姿勢を教員に徹底させる。
これらの研修は、学期毎に「教員による自己評価」と「学生による教員評価」を実施し、学務主任より個々の教員に結果を示しつつ、改善すべき点を指摘し、必要な研修を判別して計画的に受講させることを研修規定に基づいて決定している。

	４．学校関係者評価

	（学校関係者評価委員会の全委員の名簿）
　　　平成○年○月○日現在
名　前
所　　　属
中村　光信
ツーリズム研究会
藤井　雅裕
株式会社ホテル・マーケティング研究所（主任研究員）
竿田  嗣夫
学校法人　愛甲学院専門学校　（理事）
上西園英司
学校法人　愛甲学院専門学校　甲友会会長
澤村美由貴
学校法人　愛甲学院専門学校　（卒業生）
西村　公男
学校法人　愛甲学院専門学校　（校長）
納谷　賢司
学校法人　愛甲学院専門学校　（副校長）
成吉　弘幸
学校法人　愛甲学院専門学校　（教学情報課長）
　
（学校関係者評価結果の公表方法）
　ＨＰ
URL: http://aicoh.ac.jp/

	５．情報提供

	（情報提供の方法）
ＨＰおよびパンフレット
URL: http://aicoh.ac.jp/


	授業科目等の概要

	（文化・教養専門課程国際学科）平成２５年度

	分類
	授業科目名
	授業科目概要
	配当年次・学期
	授　業　時　数
	単 位 数
	授業方法

	必　　修
	選択必修
	自由選択
	
	
	
	
	
	講　　義
	演　　習
	実験・実習・実技

	○
	
	
	一般教養
	社会人として又、就職活動の過程として必要な一般常識・教養を学習する。日経TEST・SPI試験対策も行う
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ビジネスマナー①（基本）
	ビジネス現場で対応出来る必要な基本的ビジネスマナー・一般常識を習得する。
	１後
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ビジネスマナー②（応用）
	ホテル業界のみならず、社会人としての社会的マナー・ビジネス業務処理マナー等を身につけるために演習を通してスキルアップを図る。ビジネス能力検定試験対策も行う
	２前
	50
	
	△
	○
	

	○
	
	
	就職対策講座
	自己啓発を視点に就職活動に向けてのホテル業界研究及び履歴書の書き方・自己PR能力（面接指導を含む）・コミュニケーションの構築方法を学習する
	１後
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテル産業総論
	ホテル産業の全体像を学習し、ホテル営業各部門に関する業務知識を理解する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテル宿泊業務論①（基本）
	宿泊部門の基本的サービス業務を学習する。宿泊接遇（フロント・会計・インフォメーション・ベル業務等）及びハウスキーピングの業務内容の基本を学び、ホスピタリティ（マナー・挨拶・接遇等）の基礎を習得する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテル宿泊業務論②（応用）
	ホテル基本宿泊業務を理解した後、他部門との業務についての関連を学習し、宿泊業務内容の更なる理解を深め、業務対応力を磨く
	２前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテル宿泊マネージメント①（基本）
	ホテル客室を主軸に効率的販売とそれに伴う経費管理手法を学習し、最大の営業数字に如何に結びつけるかを学習する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテル宿泊マネージメント②（応用）
	宿泊部門の経営基礎を財務係数を基に学習・理解する。収入・経費（営業経費・人件費）の管理手法を学習する
	２後
	50
	
	○
	△
	

	○
	
	
	ホテル料飲業務論①（基本）
	料飲部門・宴会部門のサービス手法・実務知識の基本を学ぶ。また、飲料（アルコール・コーヒー・紅茶等）の原材料・製造方法・商品特性の知識を習得する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテル料飲業務論②（応用）
	料飲の更なる専門サービス技法を演習を通して身につける。レストランサービス技能検定対策も行う
	２前
	50
	
	△
	○
	

	○
	
	
	レストランマネージメント①（基本）
	レストラン施設の経営の基礎を学習する。テーブル管理・テーブル回転率・席単価等、経営の基本的数値を理解する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	レストランマネージメント②（応用）
	レストラン施設の経営の基礎を財務係数を基に理解する。原価管理・ABC分析・メニュー作成等基本的手法も演習を通して習得する
	２後
	50
	
	△
	○
	

	○
	
	
	ブライダル業務論①（基本）
	ブライダル産業業界の歴史・ビジネス傾向を全般的に学ぶ。結婚式・披露宴・プランナー基本的業務内容を理解する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ブライダル業務論②（応用）
	具体的各部署（予約・プランナー・衣装等）の業務内容を理解し、スムーズに連携する方法を学習する
	２前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ブライダルプランナー業務論①（基本）
	ブライダルプランナー業務内容を習得し、接遇・婚礼商品企画・業務の流れを把握する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ブライダルプランナー業務論②（応用）
	販売商品の理解を深め、どのように販売促進して婚礼顧客に提案出来るかを演習を通して学習する
	２後
	50
	
	△
	○
	

	○
	
	
	ホテル営業業務論
	ホテルの各部門商品を理解し、ホテル営業の基本的手法を習得する
	１後
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	ホテルマーケティング論
	ホテルの広報・広告宣伝・販売促進やブランディング戦略の手法を学習する
	２前
	50
	
	○
	△
	

	○
	
	
	ホテルイベント業務論
	年間で実施するホテルイベントの業務内容の理解及びイベント企画提案手法を学ぶ
	２後
	50
	
	○
	△
	

	○
	
	
	PC業務①（基本）
	ホテルビジネスに於ける業務処理の為に基本的PC操作を習得する（エクセル、ワード、電子メール、ネット検索等の操作習得）
	１前
	50
	
	　
	○
	

	○
	
	
	PC業務②（応用）
	ホームページ・ネット販売サイトの管理を中心に、年間計画・媒体の選定・イベント企画提案書の作成技法を習得する
	２前
	50
	
	　
	○
	

	○
	
	
	基礎英語
	ホテルビジネス英語・観光実務英語の習得を基本に、海外からのゲストへの基本的英語力（会話・聞き取り・読解力）を習得する
	１前
	50
	
	○
	　
	

	○
	
	
	英語会話①（基本）
	海外からのゲストに対する接遇会話を学習する。フロント・客室・案内等。英語会話力でのホスピタリティ提供が出来る能力を演習を通して習得する
	１後
	50
	
	△
	○
	

	○
	
	
	英語会話②（応用）
	基本的ホテル接遇会話を更にブラッシュアップして海外ゲストとより緊密なコミュニケーションを可能にする英語力を育成する
	２前
	50
	
	　
	○
	

	○
	
	
	TOEFL対策講座
	グローバル化の進むなか、英語力（話す・書く・読む）を資格試験を基準に対策する
	２後
	50
	
	○
	
	

	○
	
	
	宿泊業務実習①（基本）
	ホテルゲストに対する基本的な接遇実習。ドアマン業務・ベルボーイ業務実習を通して言葉遣い・接遇手法・業務処理手法等を習得する
	１後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	宿泊業務実習②（コンシェルジュ）
	接遇の主要業務であるコンシェルジュ業務を実習する。ホテル施設以外での情報収集資料作成も実学する
	１後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	宿泊業務実習③（フロント）
	フロント業務を実習し、宿泊の売上管理の帳票の管理・分析力を習得する
	２前
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	宿泊業務実習④（会計）
	フロント会計を実習し、ホテル会計システムの習得および各アウトレットとの精算関係も習得する
	２後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	宿泊業務実習⑤（客室管理）
	ホテル宿泊商品客室の管理を実習する。ホテル清掃作業を実習し、客室消耗品管理についても学習する
	２後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	料飲サービス実習①（基本）
	ホテル料飲施設（レストラン・バー・ラウンジ等）のサービング業務を実習し、接遇・言葉遣い・サービス技術の習得をはかる
	１後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	料飲サービス実習②（応用）
	料飲サービス業務の中、顧客へのメニュー案内及び注文受けを実習し、料理内容・料理セッテイング・伝票の流れも学習する
	１後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	料飲サービス実習③（ドリンク）
	料飲施設での飲料サービス実習（ワインサービス・コーヒーサービス等）、ワインの抜栓・グラスへのサービス実習
	２前
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	料飲サービス実習④（バー）
	バー実習で酒類の商品の特性、カクテル作成及びサービスを習得する
	２後
	50
	
	
	
	○

	○
	
	
	料飲サービス実習⑤（パーティ・宴会）
	宴会場でのサービス実習（テーブルセッテイング・会場レイアウト・ナフキンの折り方・料飲サービス方法等）
	２後
	50
	
	
	
	○

	合計
	４０科目
	２０００単位時間（　　　単位）
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